
建築構造用熱間成形継目無角形鋼管
カクホット
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はじめに

■国土交通大臣認定品
国土交通省ＭＳＴＬ－0438（平成26年3月17日）

カクホット®施工例／東京ウェルズテクニカルセンター（静岡県沼津市）　設 計 ： 山本理顕設計工場

※カクホット®は、JFEスチールの登録商標です。

カクホット®は、熱間シームレス成形により製造される国内唯一の継目無角形鋼管です。

小径・厚肉の断面をもち、4シリーズの外径（150， 200， 250， 300）で、鋼管厚さ

として最大33mmの角形鋼管をご用意しております。

　空間の有効利用・省スペース化に寄与し、意匠材としても利用可能な建築構造用

熱間成形継目無角形鋼管カクホット®をご愛顧下さいますようお願いいたします。
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カクホット®の特徴

カクホット®の製造方法
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優れた素材特性
熱間シームレス成形により製造されるため、全断面（平板部及び角部）

にわたってＳＮ材（JIS G 3136）と同等以上の母材性能を有してい

ます。また冷間成形角形鋼管設計施工マニュアルによる設計制限を受

ける必要がありません。

小径・厚肉の断面形状
外径サイズは、150・200・250・300mmの4シリーズに対応してお

り、鋼管厚さは最大33mmまで製造可能です。径厚比（外径／厚さ）の

小さい角形鋼管であり、柱材として使用した場合、空間の有効利用が

可能です。また目付面積を減少させる効果もあり、意匠材としても有効

に活用することができます。

建築基準法第37条第二号の大臣認定品
国土交通大臣の認定を取得した製品ですので、安心してご使用いただけます。

丸　鋼

ピアサー エロンゲーター加熱炉

サイジングミル（8スタンド）
再加熱炉リーラープラグミル

カクホット®製造範囲

冷間プレスコラム製造範囲

冷間ロールコラム製造範囲
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種類及び記号

機械的性質

溶接特性

衝撃特性

化学成分

規 格 概 要

種類の記号

BSH325

種類の記号

BSH325

C

0.18以下

Si

0.55以下

Mn

1.60以下

P

0.030以下

S

0.015以下

化学成分　％

種類の記号

種類の記号

BSH325

炭素当量  %

0.44以下

溶接割れ感受性組成  %

0.29以下

引張強さ

N/mm2

降伏比

％

降伏点又は0.2％耐力

N/mm2

1A号

5号

21以上

33以上

試験片

13以上
25以下

25超え
33以下

伸　び

種類の記号

BSH325

試験片採取位置

平板部

試験温度 ℃

0

シャルピー吸収エネルギー J

70以上

試験片

JIS Z 2202 Vノッチ

備　考 1.
2.
3.

炭素当量（%）= C+Si/24+Mn/6+Ni/40+Cr/5+Mo/4+V/14
溶接割れ感受性組成（%）= C+Si/30+Mn/20+Cu/20+Ni/60+Cr/20+Mo/15+V/10+5B
炭素当量及び溶接割れ感受性組成は、何れの規定値も満足すること。

備　考1.　必要に応じて上記以外の合金元素を添加できる。

備　考１.　試験片は平板部より採取するものとする。

備　考1. 試験片は、平板部分から試験片の中心が板厚外側の1/4となるように管軸方向に採取する。

BSH325 490～610 80以下325～445

厚さ
mm

伸び
％
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製造寸法及び断面性能表

寸法許容差

角部の寸法及び寸法許容差 t : 厚さ

断面性能及び寸法許容差

寸　法　mm

H B t

断 面 積
A
cm2

質　　量
W
kg/m

断面二次モーメント
lx = ly
cm4

断面二次半径
ix = iy
cm

断面係数
Zx = Zy
cm3

塑性断面係数
Zpx = Zpy
cm3

1

3

24

1

3

24

’

’

’’

s t

s

上記寸法範囲内でここに記した厚さ、外径以外の中間サイズは受渡当事者間の協定による。

±1.0％

辺の長さの0.5％以下

±1.0度

－0.0　＋50mm

全長の0.1％以下

－0.3mm　＋12％

項目及び区分 寸法許容差

辺 の 長 さ

各辺の平板部分の凹凸

隣合った平板部分のなす角度

長 さ

曲 が り

厚 さ

備　考 1.
2.
3.

平板部分とは角部の曲率部分を除く平坦な板部分をいう。
曲がり許容差は、上下、左右の大曲がりに適用する。
厚さの許容差は、右図に示す平均厚さとして適用する。ただしどの位置に
おいても厚さの最小値（－6.5%）を満足するものとする。

備　考 1. 角部の寸法とは、右図に示すSの値をいう。

平均の厚さ =
（1＋2＋3＋4＋1

,
＋2
,
＋3
,
＋4
,
）
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角部寸法標準値 寸法許容差

0.75t ±0.5t

359

421

475

521

561

611

632

673

799

915

1,020

1,120

1,250

1,320

1,300

1,500

1,680

1,860

2,120

1,920

2,220

2,510

2,790

291

333

367

394

414

433

437

559

652

734

805

865

942

977

1,080

1,230

1,360

1,480

1,650

1,610

1,850

2,070

2,270

5.57

5.44

5.31

5.18

5.04

4.82

4.69

7.61

7.48

7.35

7.22

7.09

6.87

6.74

9.52

9.40

9.27

9.14

8.92

11.6　

11.4　

11.3　

11.2　

70.42

84.52

97.82

110.3

122.0

139.7

149.2

96.42

116.5

135.8

154.3

172.0

199.7

215.2

148.5

173.8

198.3

222.0

259.7

180.5

211.8

242.3

272.0

55.3

66.4

76.8

86.6

95.8

110　

117　

75.7

91.5

107　

121　

135　

157　

169　

117　

136　

156　

174　

204　

142　

166　

190　

214　

13

16

19

22

25

30

33

13

16

19

22

25

30

33

16

19

22

25

30

16

19

22

25

150

150

150

150

150

150

150

200

200

200

200

200

200

200

250

250

250

250

250

300

300

300

300

150

150

150

150

150

150

150

200

200

200

200

200

200

200

250

250

250

250

250

300

300

300

300

2,180

2,500

2,750

2,950

3,100

3,250

3,279

5,590

6,520

7,340

8,050

8,650

9,420

9,770

13,500

15,300

17,000

18,500

20,600

24,200

27,700

31,000

34,000
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引張試験結果

品質特性例

試験体

□-150×13 404 569 44 71 409 574 39 71
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測定位置（mm）

平坦部 角部 平坦部 平坦部角部

硬さ測定ライン
（表面2mm）

衝撃試験結果

硬さ試験結果

平板部 角　部

降伏点
N/mm2

引張強さ
N/mm2

伸　び
％

降伏比
％

降伏点
N/mm2

引張強さ
N/mm2

伸　び
％

降伏比
％

引張試験片：平板部 JIS Z 2201  5号，角部 JIS Z 2201 10号

衝撃試験片：JIS Z 2202 Vノッチ試験片（1/4ｔ）

試験体

□-150×13

採取位置

HAZ 151

平板部

吸収エネルギー(J)

213

角　部

吸収エネルギー(J)

■材料特性

□150×13（平板部） □150×13（角部）

□150×13
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引張試験結果

部 材 性 能

繰り返し曲げ試験体（45°）

P

－20 －10 0 10 20
θ/θp

M
/M
p

2

1.5

1

0.5

0

－0.5

－1.0

－1.5

－2.0

■溶接継手性能（柱－柱溶接継手）

繰り返し曲げ試験
実大構造実験により、柱として要求される変形能力を有することを確認しています。

引張試験片：JIS Z 3121  1号

衝撃試験片：JIS Z 2202 Vノッチ試験片（1/4ｔ）

試験体

□-150×13 617

平板部 角　部

引張強さ
N/mm2

母　材

破断位置

587

引張強さ
N/mm2

母　材

破断位置

衝撃試験結果

試験体

□-150×13

採取位置

HAZ 187

平板部

吸収エネルギー(J)

200

角　部

吸収エネルギー(J)

※試験機の能力限界により、実験終了
　EηA：累積塑性変形倍率（履歴面積方式）

試験体

□-150×33 4.5

幅厚比
D/t

187.5以上

累積塑性
変形倍率 EηA

FA

ランク

M－θ 関係（□150×33）

※

●ご注文・お問い合わせは、下記または最寄りのJFEスチール株式会社までお寄せください。

建材センター　建材営業部
建材センター　建材技術部
大阪建材・プロジェクト営業部

建築・プロジェクト室
建 築 技 術 室
建 材 技 術 室

東　　京

大　　阪

TEL.03（3597）3676
TEL.03（3597）3574
TEL.06（6342）0717

FAX.03（3597）4020
FAX.03（3597）3825
FAX.06（6342）0756



Cat.No.E1J-028-03

2003R(1808)1-0.5 JSK


	表1
	Ｐ1
	Ｐ2
	Ｐ3
	Ｐ4
	Ｐ5
	Ｐ6
	表4

